












　データの取り方 ,読み取り方 ,分析方法など ,物事を
客観的にとらえる技術であるデータサイエンスを身に
つけることは ,社会に出てから役立つ科目であるとい

















統計教育 ,アンケート調査 ,相関分析 ,平均プロット ,1 元配置分散分析 ,多重比較 
せ䚷䚷᪨
　本論文では ,講義を担当したクラスごとで ,数学の基礎学力と記述統計の理解度について比較を行い ,実施
した理解度テスト間の関連性について調べた．また ,「統計」に対する関心度や ,統計関連科目を受講した理由




い ,小学校 ,中学校 ,高等学校において ,確率・統計の
内容が復活し ,平成 24 年度から実施が始まった．平成
27 年度の大学入試は ,新課程になってからの初めての
出題となる．2015年 1月に実施された大学入試センター
















































とし ,担当する講義を履修した学生である（2014 年 4 月
以降に担当した 5つの講義．以後 ,5 つの講義をクラス 1












行った（100 点満点）．中間テストは全 15 回講義中第 8回
目に行い（100 点満点）,期末テストは最終講義で行った
（100 点満点）．アンケート調査の結果（動機付けに関する
質問）から ,クラス 1とクラス 2は他のクラスと比べて
顕著な違いが見られ ,数学的基礎学力テストの結果につ









をまとめたものである．クラス 2,クラス 3,クラス 4,ク
ラス 5は男性の割合が高く ,クラス 1は女性の割合が高
くなっている．全体では ,男性約 67%,女性が約 33%で
ある．
⾲ 㻝 䠖 ཷㅮⓏ㘓᝟ሗ䛾㞟ィ⤖ᯝ
 
⏨ᛶ ዪᛶ ྜィ
䜽䝷䝇㻝 10 17 27
䜽䝷䝇㻞 31 11 42
䜽䝷䝇㻟 13 6 19
䜽䝷䝇㻠 21 7 28









ないようにした．クラス 1～ 3 は文理の割合はほぼ同じ








⾲ 㻞 䠖 㞟ィ⤖ᯝ 㻔 ᩥ⌮ู 㻕
 
ᩥ⣔ ⌮⣔ 䛭䛾௚ ྜィ ᅇ཰⋡
䜽䝷䝇㻝 12 14 1 27 100.00%
䜽䝷䝇㻞 17 17 7 41 97.62%
䜽䝷䝇㻟 6 6 0 12 63.16%
䜽䝷䝇㻠 8 12 0 20 71.43%
















































䛚䜒䛧䜝䛭䛖 ⡆༢䛭䛖 ⯆࿡䛜䛒䜛 ▱㆑䛾䛯䜑 
ᑗ᮶ᙺ❧䛴 ㈨᱁ྲྀᚓ ᩍဨචチ ᚲಟ⛉┠ 
⌮⏤䛺䛧 䛭䛾௚ 


































䜽䝷䝇1 䜽䝷䝇2 䜽䝷䝇3 䜽䝷䝇4 䜽䝷䝇5 
䛂⤫ィ䛃䛻㛵ᚰ䛜䛒䜛㻫 䛺䛔㻫㻌
1: ඲䛟㛵ᚰ䛜䛺䛔 2: 㛵ᚰ䛜䛺䛔 3: 䛹䛱䜙䛷䜒䛺䛔 
4: 㛵ᚰ䛜䛒䜛 5: 䛸䛶䜒㛵ᚰ䛜䛒䜛 










⾲ 㻟 䠖 ᩥ⌮ู䛻䛚䛡䜛ᚓព⛉┠ 䞉୙ᚓព⛉┠ 㻔 ᩘᏛ 㻕
 
ᩘᏛ ᩥ⣔ ⌮⣔ 䛭䛾௚ ྜィ
ᚓព 11(26.83%) 28(68.29%) 2(4.88%) 41(100%)
୙ᚓព 38(79.17%) 7(14.58%) 3(6.25%) 48(100%)
 
ᅗ 㻟 䠖 䜽䝷䝇ู 䛂ᩘᏛ䛃 䛻䛚䛡䜛ᚓព 䞉୙ᚓព⛉┠䛾๭ྜ
　各クラスで数学の基礎能力がどの程度あるかを調べ











で調べたところ ,p値は 1.7E-05 で非常に小さい値を示
しており ,有意水準のα =0.05 のもとで帰無仮説（クラ
ス間に差がない）は棄却され ,クラス間に差があると言
える．どのクラスに差があるかを見るために多重比較を







学力テストと同様 ,表 4-1,表 4-2,表 4-3 のとおりであ
る．各クラスのテストの受験者数を標本サイズで示して
いる．中間テストは ,1 元配置分散分析で調べたところ ,p
値は 9.6E-13 となり非常に小さい値を示しており ,有意
水準のα =0.05 のもとで帰無仮説（クラス間に差がない）
は棄却され ,クラス間に差があると言える．同様に ,多
重比較を行った結果 ,調整 p値が有意水準α =0.05 より
小さくなるのは ,クラス 1,2 と ,クラス 3,4,5 のすべての
対で差がある結果となった．期末テストの問題では ,1 元
配置分散分析で調べたところ ,p値は 4.3E-10 で非常に
小さい値を示しており ,有意水準のα =0.05 のもとで帰
無仮説（クラス間に差がない）は棄却され ,クラス間に差
があると言える．同様に多重比較を行った結果 ,調整 p
値が有意水準α =0.05 より小さくなるのは ,クラス 1と










4-6 より ,全クラスの結果は ,基礎力と中間は 0.526,基
礎力と期末は 0.618,中間と期末は 0.703 となり ,各テス
⾲ 㻠㻙㻝䠖ᇶ♏ຊ䞉ẖ᫬䛾᚟⩦䞉ᮇᮎ䝔䝇䝖䛾⤖ᯝ 㻔 䜽䝷䝇 㻝㻕
 
䜽䝷䝇㻝 ᖹᆒ್ ᶆ‽೫ᕪ ᭱ᑠ್ ୰ኸ್ ᭱኱್ ᶆᮏ䝃䜲䝈 Ḟᦆ್
ᇶ♏ຊ 48.89 22.42 0.0 50.0 100.0 27 0
➨㻝ᅇ 20.77 16.47 0.0 20.0 60.0 26 1
➨㻞ᅇ 68.74 20.69 14.0 71.0 100.0 27 0
➨㻟ᅇ 53.52 16.47 25.0 50.0 88.0 27 0
➨㻠ᅇ 64.44 21.00 20.0 60.0 100.0 27 0
➨㻡ᅇ 55.56 20.14 17.0 50.0 83.0 27 0
୰㛫 75.19 12.52 50.0 75.0 95.0 27 0
➨㻢ᅇ 20.74 14.12 0.0 20.0 40.0 27 0
➨㻣ᅇ 45.13 16.07 17.0 50.0 67.0 24 3
➨㻤ᅇ 33.74 11.74 9.0 36.0 55.0 27 0
➨㻥ᅇ 33.32 15.64 18.0 36.0 73.0 25 2
➨㻝㻜ᅇ 46.46 24.93 9.0 36.0 91.0 26 1
ᮇᮎ 62.85 16.43 30.0 64.0 90.0 27 0
⾲ 㻠㻙㻞䠖ᇶ♏ຊ䞉ẖ᫬䛾᚟⩦䞉ᮇᮎ䝔䝇䝖䛾⤖ᯝ 㻔 䜽䝷䝇 㻞㻕
㻌
㻌 㻌
䜽䝷䝇㻞 ᖹᆒ್ ᶆ‽೫ᕪ ᭱ᑠ್ ୰ኸ್ ᭱኱್ ᶆᮏ䝃䜲䝈 Ḟᦆ್
ᇶ♏ຊ 㻠㻞㻚㻞㻡 㻞㻝㻚㻥㻜 㻜㻚㻜 㻠㻜㻚㻜 㻝㻜㻜㻚㻜 㻠㻜 㻜
➨㻝ᅇ 㻟㻢㻚㻤㻠 㻞㻣㻚㻣㻞 㻜㻚㻜 㻞㻜㻚㻜 㻝㻜㻜㻚㻜 㻟㻤 㻞
➨㻞ᅇ 㻢㻢㻚㻣㻥 㻝㻣㻚㻡㻡 㻞㻥㻚㻜 㻣㻝㻚㻜 㻝㻜㻜㻚㻜 㻟㻤 㻞
➨㻟ᅇ 㻡㻞㻚㻡㻢 㻞㻞㻚㻤㻤 㻝㻟㻚㻜 㻡㻜㻚㻜 㻤㻤㻚㻜 㻟㻥 㻝
➨㻠ᅇ 㻣㻝㻚㻡㻤 㻝㻣㻚㻣㻥 㻞㻜㻚㻜 㻤㻜㻚㻜 㻝㻜㻜㻚㻜 㻟㻤 㻞
➨㻡ᅇ 㻢㻝㻚㻜㻜 㻞㻜㻚㻞㻝 㻝㻣㻚㻜 㻢㻣㻚㻜 㻝㻜㻜㻚㻜 㻟㻤 㻞
୰㛫 㻢㻤㻚㻤㻤 㻝㻟㻚㻣㻡 㻟㻡㻚㻜 㻣㻜㻚㻜 㻥㻜㻚㻜 㻠㻜 㻜
➨㻢ᅇ 㻠㻤㻚㻡㻜 㻞㻞㻚㻡㻥 㻜㻚㻜 㻠㻜㻚㻜 㻝㻜㻜㻚㻜 㻠㻜 㻜
➨㻣ᅇ 㻠㻢㻚㻣㻤 㻞㻝㻚㻡㻣 㻜㻚㻜 㻡㻜㻚㻜 㻝㻜㻜㻚㻜 㻟㻣 㻟
➨㻤ᅇ 㻟㻣㻚㻤㻡 㻝㻢㻚㻥㻥 㻥㻚㻜 㻟㻢㻚㻜 㻣㻟㻚㻜 㻟㻥 㻝
➨㻥ᅇ 㻟㻡㻚㻣㻢 㻝㻢㻚㻡㻣 㻜㻚㻜 㻟㻢㻚㻜 㻣㻣㻚㻜 㻟㻤 㻞
➨㻝㻜ᅇ 㻠㻜㻚㻥㻣 㻞㻜㻚㻡㻤 㻝㻤㻚㻜 㻟㻢㻚㻜 㻥㻝㻚㻜 㻟㻣 㻟
ᮇᮎ 㻡㻝㻚㻢㻜 㻝㻥㻚㻟㻠 㻝㻠㻚㻜 㻡㻝㻚㻜 㻥㻢㻚㻜 㻠㻜 㻜
⾲ 㻠㻙㻟 䠖 ᇶ♏ຊ 䞉୰㛫 䞉ᮇᮎ䝔䝇䝖䛾⤖ᯝ 㻔 䜽䝷䝇 㻟㻘㻠㻘㻡㻕
 
䝔䝇䝖 ᖹᆒ್ ᶆ‽೫ᕪ ᭱ᑠ್ ୰ኸ್ ᭱኱್ ᶆᮏ䝃䜲䝈
ᇶ♏ຊ 62.00 25.73 20 65 90 10
୰㛫 92.50 4.86 85 90 100 10
ᮇᮎ 82.30 10.65 62 82 96 10
ᇶ♏ຊ 75.26 21.18 30 80 100 19
୰㛫 91.32 7.79 75 95 100 19
ᮇᮎ 81.21 12.17 58 86 98 19
ᇶ♏ຊ 57.41 24.11 20 60 100 27
୰㛫 85.37 9.19 65 90 100 27









末 0.661,中間と期末 0.720 となり ,すべてにおいて正の
相関で ,相関係数が高い傾向となった．
　図 5と表 4-1 と表 4-2 は ,クラス 1と 2 における毎時



















































いても同様で ,クラス 1と 2の「全く関心がない」「関心
がない」の割合が最も高く ,統計科目に対する動機付け
の低さが著しい結果となった．これらの結果より ,クラ
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Comparative analysis of motivations and understandings for 
statistics related subjects: the veriﬁcation by comprehension 
test in our charge of subjects
Mie Fujiki
Doshisha University, Faculty of Culture and Information Science
Key words
Statistical education, Questionnaire survey, Correlation analysis, Mean plot, 
Analysis of variance, Multiple comparison
Abstract
　In this paper, we show the relationship between the motivation for learning statistics and 
understandings of mathematics. We compare the basic academic skills of mathematics with the 
comprehension of descriptive statistics in our charge subjects in each class using correlation analysis 
and multiple comparison. We clarify the motivation for statistics from the interest levels of statistics 
and the attendance reasons of the statistics-related subjects. We carry out the questionnaire survey 
before a beginning of the lecture. Moreover, we perform tests on basic mathematics, the midterm and 
ÀQDOH[DPLQDWLRQV(VSHFLDOO\ZHGRUHYLHZWHVWVLQWRWZRFODVVHVWKDWDUHQRWZHOOJURXQGHGLQPDWK
every time. From these results, we consider the effects of the review tests and the factors of motivation 
for statistics related subjects. We also consider how teachers should improve student's motivation for 
learning. 
